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日本人の死因の上位にある心血管障害、脳血管障害などの血栓症患者の総数は、死因第 1位の悪性腫

瘍疾患患者の数を凌ぐ程である。一旦発症した血栓症患者の QOL の維持は難しく、医療経済悪化の一因

にもなっており、その対策には血栓症の発症を予防することが最も重要である。本研究では、摂食歴の

ある天然物由来成分の中から、血管障害性疾患の発症を予防する効果を持つ物質を探索し、in vitro 試
験及び in vivo 試験により有効性と安全性を評価するとともに、ヒトボランティア試験により効能を検
証し、血管障害性生活習慣病を予防する食品素材の開発とその事業化を検討した。 

 

 研究内容、研究成果 
血栓症の原因となる血管障害を予防する食品素材を探索するため、東南アジア地域で伝統的に摂食

されている植物素材の中から、抗血栓効果が期待できる複数の植物抽出成分をスクリーニングし、

インド伝承医学アーユルヴェーダで最も重要な果実とされるアムラ（図 1）を選定した。機能性食

品素材として利用可能なものにするため、保存性や取り扱い性などを考慮し、乾燥アムラ果実を原

料とし、その水抽出物の乾燥粉末（サンアムラ）を調製した（図 2）。サンアムラの血栓症予防効果

を評価するために in vitro 及び in vivo 試験を行った結果、サンアムラには抗酸化作用、血管内
皮保護作用、血栓形成阻止作用、血液流動性改善作用などの多彩な作用のあることが明らかになっ

た。図 3には、in vitro 試験における血管内皮細胞の機能と血液流動性に及ぼすサンアムラの影響
を示す。細菌エンドトキシン（リポ多糖体：LPS）処理によって傷害された血管内皮細胞の凝固・

炎症促進反応（組織因子の発現）をサンアムラは有意に抑制した。また、LPS 処理によって低下し

た血液流動性はサンアムラの添加によって有意に改善された。図 4には in vivo 試験における高脂
肪食飼育ラットの血液凝固能に及ぼすサンアムラの効果を示す。高脂肪食摂取により誘発された血

液凝固亢進状態｛内因系凝固時間（APTT）の短縮｝はサンアムラの継続的摂取により有意に改善さ

れた。これらの結果から、サンアムラは優れた抗血栓作用を持つ機能性食品素材であることが明ら

かになった。次に、サンアムラに含まれる有効成分を解析した結果、数種のエラジタンニン化合物

が同定された。さらに、Ames 試験、単回投与毒性試験、28 日反復投与毒性試験を実施し、サンア

ムラの安全性を確認した。以上の研究成果に基づき、血栓症の発症を予防する機能性食品素材とし

ての「サンアムラを含むサプリメント」の事業化を目指して検討を行った。工業スケールでの製造

方法を検討した結果、非常に吸湿性が高く、保存安定性やハンドリングが悪いアムラ水抽出物粉末

（サンアムラ）については、デキストリンを賦形剤に用いて粉末製剤化することで物性の安定化を

図ることにより、サンアムラの製造工程を確立することができた。さらに、サンアムラのサプリメ

ントへの展開を考慮して、タブレットやカプセル形態への応用を検討し成功した（図 5）。 

 

 今後の展開、将来の展望 
サンアムラをベースとしたサプリメント製品の事業化を検討する。ビジネスモデルの一つの理

想形として、最終製品が特定保健用食品として認可される事を目指すためには、以下の課題に

ついて検討を行う必要がある。 
・ インド産アムラ原料のトレーサビリティ確保や残留農薬分析など、原料段階での安全性確保。 

・ 製品の安定供給技術の確立と製造工程の高効率化によるコストダウン。 

・ 有効成分の特定と定量方法の確立、抗血栓作用の分子機序の解明。 

・ 最終製品（サプリメント）の有効性について、ヒト臨床試験によるエビデンスの充実化。 

・ 最終製品における特定保健用食品の認可。 
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図３ 血管内皮細胞の機能と血液流動性に及ぼすサンアムラの影響 

＜処方＞ 
サンアムラＰＤ      ６８．０％  
（アムラ抽出物：デキストリン＝１：１） 
ソルビトール       ２６．５％ 
微粒二酸化ケイ素     ０．５％  
滑沢剤            ５．０％ 

 

 

100mg サンアムラ／錠（300mg） サプリメント応用

図４ 高脂肪食ラットの血液凝固時間に及ぼすサンアムラの摂取の影響 図５ 製品例：サンアムラのタブレット 
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図２ サンアムラ調製方法 図１ アムラの木と果実 
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